





























































































3 － 2 　対象
2008年度に日本国内のＡ大学の 1 年次に在籍していた，CS51名，JS51名を対象とした。























3 － 4 　仮説
永岡（2009）を中心とした先行研究の結果から，調査にあたり，以下のような仮説を
立てた。











































4 － 2 　接続助詞「と／たら」
永岡（2009）の調査では，レポート・論文の書き方を指導する日本語教科書に見られ
る接続表現は，接続詞・接続助詞共に逆接の表現が多く採り上げられていた反面，仮定












修正結果 人数 ％ 備考
CS
危険だ 10 20% 「だ・である体」
41（80％）危険である 30 59%
危険た※ 1 2% 語形ミス




危険である 22 43% 「だ・である体」
23（45％）危険だ 1 2%
危険です 2 4% 「です・ます体」
危険なので 1 2% その他
無回答 25 49%
　　合計 51 100%











人（ 6 ％），JSが15人（30％）であった。「ば」の使用はCSで 2 人（ 4 ％）であったが











修正結果 人数 ％ 備考
CS
燃えると 3 6% 「と」
燃えれば 1 2% 「ば」
















4 （ 8 ％）
燃焼させたら 1 2%
燃えたら 1 2%





















「しっかりと」 4 人（8％），「しっかり」「正しく」「正確に」各 1 人（ 2 ％）であり，全
員書き言葉にふさわしい表現を選択できていた。CSの修正結果でも「きちんと」が13
表 3　CSとJSの副詞の修正結果








ちゃんと 2 4% 話し言葉的表現
4（8％）とっても 1 2%






















































































修正結果 人数 ％ 備考
CS
あるのではないか 4 8% 「だ・である体」
婉曲的な意見の提出
6 （12％）あるんではないか 1 2%
あるのではないが※ 1 2% 語形ミス
あるのではありませんか 2 4% 「です・ます体」
婉曲的な意見の提出
3 （ 6 ％）あるんではありませんか 1 2%
あるではないか 3 6% 「だ・である体」
積極的な意見の提出
4 （ 8 ％）あるはずである 1 2%
あるだろう 4 8% 「だ・である体」
中立的な意見の提出
7 （14％）あるんだろう 1 2%
あるである※ 1 2% 語形ミス
できることあるから※ 1 2% 語形ミス
























あるのではないでしょうか 2 4% 「です・ます体」
婉曲的な意見の提出









あると思います 3 6% 「です・ます体」
中立的な意見の提出








JSが44（87％）であった。縮約形の残存は，JSに 1 人（ 2 ％）見られたが，CSには見
られなかった。CSの誤用の主な傾向には「あるではないか」と同様に，①「です・ま
す体」の混用，②表現意図の混同のほか，③語形の変換ミスも目立った。①「です・




修正結果 人数 ％ 備考
CS
しなければならない 27 53% 義務　「だ・である体」
義務　　　38（75％）しなければならないのである 1 2%
しなげればならない※ 2 4% 義務　語形ミス
しなくではない※ 1 2% 義務　語形ミス
しなぐではならない※ 1 2% 義務　語形ミス
しなけれはならない※ 1 2% 義務　語形ミス
しなげればならない※ 1 2% 義務　語形ミス
しではならない※ 1 2% 義務　語形ミス
しないといけない 1 2% 義務　話し言葉的表現
すべきである 1 2% 忠告
するべきだ 1 2% 忠告
しなければなりません 4 8% 義務　「です・ます体」
しなけれはなりません 1 2% 義務　　　 9 （18％）
しなければならないです 1 2% 義務
しなければならないと思います 1 2% 義務
しなければならないでしょう 1 2% 義務





















に変換してしまう例であり，ここではCSに 2 人（ 4 ％）使用例がみられた。また，「で
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